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もみじ通信 
２０２5年 9月 21日発行 

メールマガジン第５3号 

手話サークルもみじ役員会 

２０２５年９・１０月の予定  

9月 18日（木）10：00～11：30 福祉センター地下研修室 

9月 25日（木）10：00～11：00 福祉センター地下研修室 

10月 4日（土） 9：30～15：00 ２０２５ふくふくまつり 福祉センター  

10月 9日（木）10：00～11：30 福祉センター2階作業療法室 

10月 16日（木）10：00～11：30 福祉センター2階作業療法室 

10月 23日（木）10：30～12：00 かがやきサポートセンター 

10月 30日（木）10：00～11：00 福祉センター2階作業療法室 

お問い合わせ  shuwamomiji30@yahoo.co.jp 

９月２３日は「手話の日」 

今年６月１８日、手話施策推進法（手話に関する施策の推進に関する法律）が成立、６

月２５日に公布・施行されました。手話施策推進法は、手話を言語として正式に位置づけ、

手話を使用する人々の権利を守り、手話文化の保存・発展を目指すために制定された法

律です。 

この法律には、手話は、聴覚障害者にとって日常生活や社会生活を営む上で不可欠な

「言語」であり、重要な意思疎通の手段であると明記されています。 また、国と自治体の

責務として、国および地方公共団体は、手話の習得・使用の環境整備、手話文化の保存・

継承、国民の理解促進に取り組む責務を負うと書かれています。 

手話文化の保存・発展とは、手話による文学や伝統芸能などの保護・継承のことです。

国民の理解促進のために、手話に関する啓発活動やイベントの実施することや、教育分

野での支援として、手話で教育を受けられるよう、専門教員や通訳者を配置すること、手

話を使う人々への「合理的配慮」を社会全体で実現することなどが明記されています。 

そして、理解促進の象徴とする「手話の日」が制定されました。この法律は、手話を使う

人々がより自由に、安心して社会参加できる環境を整えるための大きな一歩です。手話を

通して共生社会の実現に向けて、これからも理解促進に努めましょう。 

なぜ９月２３日？ １９５１年の９月２３日に、フィンランド・ヘルシンキで「世界ろう連盟

（WFD：World Federation of the Deaf）」が設立されました。 ＷＦＤは、ろう者の権

利を守り、手話言語の認知と普及と推進に取り組んでいます。この設立日を記念して、国

連は２０１７年に「手話言語の国際デー」を９月２３日と定めました。 決議では「手話は音

声言語と対等な言語であり、ろう者の人権を保障するために手話の意識を高めること」

が強調されています。 

福生市役所でも、手話言語の認知を高め、ろう者の権利を促進するためのイベントとし

て、ブルーライトアップが実施されています。                          （須﨑 利花） 
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会員より 

庭の千草 

 我が家の極小庭「リスの額ほどの庭」にも、30℃もの高温に耐えて、咲き始

めた花々に秋の訪れを感じることができます。 

 最近、咲き始めたのは、実生の日本朝顔、おしろい花、百日草、ミニバラなど

です。 

 この間の大雨の次の日は、茗荷が二十個ほどできました。また、毎年プランタ

ーで育てていたゴーヤは、肥料をたくさん入れて地植えにしたところ、今は千成

り状態になっています。 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新連載 嵐之転倒騒動顛末記 その一 

 

昨年１１月、転んで左足の親指の付け根を骨折した。パート先の駐車場の

車止めにつまづいて一回転したのだ。そのまま数時間の仕事を終えると左足

はパンパンに腫れ、じんじんと痛みもひどくなってきた。自家用車ではなく初

めてタクシーを呼んで病院に行った。医者はレントゲンを見て即座に「これは

ひどいね～、粉々なうえに骨がずれちゃってるね。これから１６週間は左足を

地面についてはいけないよ」とあっさりした口調で言った。１６週間って４カ

月？ 看護師さんは気の毒そうな顔をした。この日から聴覚障害しか勉強し

てこなかった私はさまざまな障害を経験することに。（つづく） 

 

たましろの郷 秋祭り 

２０２５年９月２７日（土）１０:００～１３:３０ 

 舞台企画 

１０：００ 開会式 

１０：３０ 協力団体の紹介 

１１：００ お囃子 

１２：００ 伝言ゲーム 

１３：２０ 閉会式 

１０：００ 開会式 

１０：３０ 協力団体の紹介 

１１：００ お囃子 

１２：００ 伝言ゲーム 

１３：２０ 閉会式 

模擬店 

焼きそば・たこ焼き 

唐揚げ・ポテト・かき氷 

クレープ・うどん 

パウンドケーキ 

もつ煮込み・ジュース 

フランクフルト 

コーヒー 

企画 

輪投げ、お抹茶、ネイル 

マッサージ体験、 

ヘッドマッサージ 

送迎バス 

＊東青梅南口発＊ 

9：00（ボランティア） 

9：30 10：00 

10：30 11：00 

11：30 

＊たましろの郷発＊ 

10：45 11：45 

12：45 16：45 

14：45（見学参加者） 

15：30（なかま専用） 

 

駐車場（台数に限りあり） 

 


